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研究成果の概要（和文）：自殺希少地域および多発地域において、コホートスタディ「未来を生き抜く力、見つ
けたい；子どもの心の健康と生きる力、成育環境に関する調査」を実施した。研究助成期間中にコホートスタデ
ィの対象となったのは、二つの自治体に在住する小学生全員515名（回収率99.2%）、中学生全員121名（同94.2
%）、保護者754名（同81.8%）であり、個々人に対し隔年で追跡調査を行った。初年度は横断分析、次年度以降
は縦断分析を行った。小学校から中学へ進学する過程で「中1ギャップ」になりやすい子どもの特性を抽出し
た。子どもの心の健康には、周囲の大人の価値観やふるまいが関係している可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Cohort Study: "Finding the Capacity to Survive in the Future," in 
suicide-rare and high-suicide areas ; a survey of children's mental health, life skills, and living 
environment with adults". During the grant period, 515 elementary school students (response rate of 
99.2%), 121 junior high school students (94.2%), and 754 parents (81.8%) participated in the cohort 
study. A follow-up survey was conducted biennially. The aggregated data were used for 
cross-sectional analysis in the first year and longitudinal analysis in the following years. The 
characteristics of children who were more likely to be in the "middle school gap" during the process
 of moving from elementary school to middle school were extracted. It was suggested that the 
attitudes of the adults around them may be related to the children's mental health and flexibility 
of thinking.

研究分野： 健康社会学、環境疫学、コミュニティ心理学

キーワード： 自殺予防　子ども　社会スキル　成育環境　コホートスタディ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
少子化の影響があり地方の町村で子どものデータを蓄積するには年数を要するが、標本調査ではな く、二つの
自治体に在住する小学生・中学生の全数調査であることの価値は高い。子どもが心の健康を保つために重要な要
素のひとつとして、思考の柔軟性が関係していることが明らかとなったことから、教育現場や家庭でも短時間で
行える簡易な「やわらかな思考」トレーニングの案を作り、検討しているところである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

これまで私は、自殺希少地域＝自殺が極めて少ない地域を主たる対象に、自殺多発地域を比

較対象として、質的・量的混合アプローチによる研究を行ってきた。本研究から明らかになっ

た自殺予防因子（自殺発生を抑制する要素）は、①緊密過ぎない緩やかな紐帯、②異分子への

寛容と多様性重視、③長期的・多角的視点での人物評価、④有能感・自己効力感の醸成、⑤適

切な援助希求行動、である。自殺希少地域の住民が有している独特の社会スキルは、意図的な

教育や啓発の成果ではなく、成育過程で無意識のうちに習得されていることが明らかとなった。 

そこで研究の次の段階へ進み、同地域の住民を対象としたコホートスタディ「未来を生き抜

く力、見つけたい；子どもの心の健康と生きる力、成育環境に関する調査」に着手することと

した。 

 

２．研究の目的 

本研究は、子どもが社会的スキルを会得する過程に注目して行う。得られた知見から、子ど

もの「未来を生き抜く力」をはぐくむことを目指す。 

 

３．研究の方法 

徳島県海陽町に在住する小学 5年生と中学生 1年生全員、その保護者、徳島県三好市に在住

する小学 5年生全員、その保護者に対し、コホートスタディ（個々人に対し、隔年で追跡調査）

を行った。海陽町は 2017 年から、三好市は 2018 年から開始した。 

調査項目は、個々人の思考や行動パターン、地域社会の規範や価値観などを理解するための

内容で構成し、併せて心の健康状態を客観的に測定する K6 テストも行った。無記名・自記式で

ある。 

得られたデータはすべて ID で管理し、匿名化された状態で分析を行った。 

 

４．研究成果 

研究助成期間中にアンケート調査の対象となったのは、小学生 515 名（回収率 99.2%）、中学

生 121 名（同 94.2%）、保護者 754 名（同 81.8%）であった。集計したデータを用いて、初年度

は横断分析、次年度以降は縦断分析を行った。 

得られた結果を分析したところ、多数に同調する傾向のある子ども、思考が硬直的である子

どもはそうでない子どもに比べ、心の健康のバランスが良好でなく、悩みがあっても開示する

ことに困難や抵抗を感じている可能性が示唆された。そうした特性を持つ子どもはそうでない

子どもに比べ、中学に進学した際に中 1ギャップ（新しい学校環境になじめず落ち込んだり不

登校になったりする現象）になりやすいという関係が示唆された。また、中 1ギャップもしく

は中 1ギャップ傾向にある子どもはそうでない子どもに比べ、周囲に古くからの男女役割観を

持つ大人が多いと感じており、こうした大人の態度が成長過程にある子どもの閉塞感を強めて



いるという仮説を得るにいたった。 

以上の結果については、年度ごとに、2 種類の印刷物；①全体結果冊子、②個人結果シート

にまとめ、③自治体の心の健康リーフレットとともに各家庭へ直接返送した。同時に、一般住

民、教育や福祉関係者らを対象として講演会や意見交換会を行い、結果の説明、質疑応答、意

見聴取などを行った。 

これまでに得られた知見をふまえ、子どもの弾力的な思考をはぐくむことを目的に、教育現

場や家庭でも短時間で容易に行える「やわらかな思考」トレーニングの案を検討した。 
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